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レインフォレスト・アライアンスは、自然を守り、農業生産者や森林地域に暮らす人々の生活レベル

向上のために、社会と市場の持つ力を役立て、より持続可能な世界を目指します。 

 

翻訳免責事項 

翻訳に含まれる情報の正確な意味合いに関する質問がある場合は、英語の公式版を参照してくださ

い。翻訳で生じた不一致や差異には拘束力がなく、審査や認証には一切影響しません。 

詳細について 

レインフォレスト・アライアンスの詳細については、www. rainforest-alliance.org にアクセスす

るか、info@ra.orgにお問い合わせください。 
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用語集 

 

用語 定義 

ブランド 
名称、言葉、意匠、象徴、または別の特徴によって単一の会社または製造業

者の製品として識別される商品群。 

 

ブランドオーナ

ー（BO） 

登録商標(名称またはマーク)の下に、農産物を市場投入する企業または人

物。これには、小売り会社が所有するプライベートブランドやストアブラン

ドなどが含まれる。本書では、ブランドオーナーは次の通りに定義される。 

              i) 1 つまたは複数のブランド名またはマークの下に茶類を市

場投入する法人事業体。この事業体は、自身でまたは第三者を通じて茶類の

加工および梱包を行っても構わないが、その事業体がそのブランドを所有

し、そのブランドに責任を負う。 

              ii) 自身が所有する 1つまたは複数のプライベートブランドま

たはストアブランドの下に茶類を市場投入する小売事業体。 

              iii) ブランド付きで茶類の最小管理単位（SKU）として販売さ

れる 1つまたは複数の最終茶類製品を、外食または小売業に供給する、製造業

者またはプライベートブランドの梱包業者。 

本手引き書では、上の 3つのブランドオーナーは、梱包業者であっても構わな

い。 

 

認証機関（CB） レインフォレスト・アライアンスによって認定され、レインフォレスト・ア

ライアンス認証プログラムのために審査の実施と認証の発行を行う事業体。 

 

認証保有者

（CH） 

いずれかのレインフォレスト・アライアンス認証プログラム（UTZ認証プログ

ラム、レインフォレスト・アライアンス 2017認証プログラム、レインフォレ

スト・アライアンス 2020認証プログラム）に基づいて認証されている、また

は認証されることを希望する組織。認証保有者には、その CHの認証範囲に含

まれるすべての関係者（例えば、施設、生産者、仲買人など）が含まれる。 

農場 CHは、農業を範囲に含む組織であり、レインフォレスト・アライアンス

2020持続可能な農業基準の農場要件の適用要件に準拠しなければならない。  

サプライチェーン CHは、農業を範囲に含まない組織であり、したがって、レ

インフォレスト・アライアンス 2020持続可能な農業基準のサプライチェーン

要件の適用要件に準拠する。  

 

表示/認証表示 製品表示とも呼ばれる。特定の製品の提供もしくは販売に関連して、包材上

または広報宣伝資料上で行われ、レインフォレスト・アライアンスマークの

有無に関わらず、実質的に、レインフォレスト・アライアンス認証生産元も

しくは資格に、全体的もしくは部分的に基づく、レインフォレスト・アライ

アンス認証に関するまたは製品もしくは原料の、持続可能なもしくは責任あ

る調達に関する言及。これは B2Bと B2Cのどちらの場合もある。レインフォ

レスト・アライアンスは、何らかのものが製品表示と見なされるか否かにつ

いて、最終的な決定を行う権利を留保する。製品表示については、レインフ

ォレスト・アライアンス表示のための枠組みおよびラベル表示と商標方針に

詳しく説明されている。 

 

約束 

(commitment) 

金銭による SDおよび/または SIの出資に関する、サプライチェーン関係者と

農場 CHの間の合意。 

消費者用最終製

品 

消費に先立って加工または梱包の観点でさらなる形質転換が不要であり、小

売販売用または外食用である製品。 



 

 

RA-G-SD-30-V1JP 

 

5 

 

農場 農場/団体責任者の地理的範囲の下で、農業生産および加工活動に使用される

すべての土地と施設。農場は、共通の管理組織の下にある場合、一つの国に

おけるいくつかの隣接する、または地理的に離れた農地、非農地を含む農場

単位から構成される場合がある。 

 

農場関連所有地/

農場単位 

農場の一部である連続した土地の一部。農場関連所有地/農場単位には、農地

と非農地の両方が含まれる(建物、施設、水域、およびその他の機能を持つ所

有地)。 

 

第一バイヤー 農場認証保有者の次に認証製品を法的に所有する、最初のサプライチェーン

関係者。 

 

外食 消費者用製品を購入し、消費者に提供または販売する前にその製品を扱う企

業。 

 

団体責任者 レインフォレスト・アライアンス承認の認証機関との認証契約に署名し、団

体の内部管理システムとすべての構成員の農場の管理システムの開発と実装

に責任を負う存在。団体責任者は、構成員の農場が基準に準拠していること

を確認する責任を負う。 

 

団体構成員 生産者団体認証の一員である個々の生産者。 

 

製造業者 ブランド付きで茶類の最小管理単位（SKU）として販売される 1つまたは複数

の最終製品を、外食または小売業に供給する、製造業者またはプライベート

ブランドの製造業者。 

 

梱包業者 製品を消費者用最終製品に梱包するサプライチェーン関係者。 

 

梱包 製品を包材に入れる作業または過程。梱包は、サプライチェーンのさまざま

な段階で実施される。消費者用最終梱包（消費者用最終製品の最終的な梱

包）も含む。 

 

プレミアム 製品が、持続可能な方法で生産され、所与の基準の要件を満たしていること

により、類似の従来（非認証/非検証）製品の市場価格を超えて支払われる、

追加の金額。 

 

生産者 営利目的で、または本人またはその家族を維持するために、農業事業を所有

および/または運営する人物(男性または女性)。 

 

レインフォレス

ト・アライアン

ス オンラインプ

ラットフォーム 

認証データを記録し、サプライチェーンの全段階で認証数量に関する取引と

活動を報告するための、レインフォレスト・アライアンスによって開発され

た ITシステム。 

引換え処理 レインフォレスト・アライアンス トレーサビリティプラットフォーム上で行

われる、その認証製品のサプライチェーンの終了を記録する作業であり、そ

れ以降はその製品を登録または追跡できなくなる。 

レインフォレスト・アライアンス トレーサビリティプラットフォームで活動

する、半製品、消費者用最終製品、または外食用製品の製造業者（例えば、

茶類梱包業者）は、受け取りを確認済みで、その製造業者自身のブランドま

たはその製品の製造委託元の小売業者のブランドの下に消費者用最終製品と

して梱包された、すべてのレインフォレスト・アライアンス数量に対して、

引換え処理を行わなけばならない。それらの製造業者による引換え報告は、
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レインフォレスト・アライアンス認証資格を裏付ける証拠として、そのサプ

ライチェーンのさらに下流で使用される場合がある。 

 

リスク査定 生産者が基準要件に準拠し、期待される持続可能性の結果に到達するのを妨

げる可能性のある問題を特定するための体系的な過程。レインフォレスト・

アライアンスは、この分析を支援するツール(付属文書 3 リスク査定評価ツー

ル)を開発した。 

 

2020 SAS  レインフォレスト・アライアンス 2020 持続可能な農業基準 

 

最小管理単位

（SKU） 

区別可能な商品、およびその商品を他の商品と区別させる、その商品に関係

するすべての属性（例えば、素材、原料、大きさ、包装など） 

 

下請業者 認証製品に対して、1つかそれ以上の特定の作業を委任するために契約した組

織または個人(製品の加工、保管、包装、および/またはラベル付けなど)。 

 

サプライチェー

ン関係者（SCA） 

生産から最終販売まで、認証製品に関連する組織。 

茶類 SCA（サプライチェーン関係者）の例は、買付代理人、貿易業者、ブレン

ダー、原料用梱包業者、加工業者（下請け業者を含む）。 

 

サステイナビリ

ティ差額（SD） 

農産物の市場価格に加えて、認証された農場認証保有者に対して行われる、

必須の、追加的な金銭による支払い。 

 

サステイナビリ

ティ投資（SI） 

農場認証保有者が 2020持続可能な農業基準に準拠できるよう支援するという

特定の目的ために行われる、レインフォレスト・アライアンス認証製品のバ

イヤーから農場認証保有者への、必須の、金銭または現物による投資。 

 

労働者 金銭と引き換えに労働を行う者。労働者には、契約状態に関係なく働くすべ

ての種類の労働者が含まれる。正規社員、臨時職員、季節労働者、移民、家

族、出来高払い労働者、ビザ保有労働者、ビザなし労働者、および労働者派

遣業者を通じて雇用された人、 研修中の人材、(団体)管理職員、 インター

ンや見習いを含む、および最近病気、育児 休暇、休暇、研修、または労働争

議のために仕事または事業を一時的に欠席している人。 
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要旨 

 

当団体の 2020認証プログラムでは、持続可能な生産に対する投資の負担を生産者だけに課すモデル

から、持続可能な生産に対する責任がサプライチェーン全体で共有される新しい仕組みへと移行して

行きます。サステイナビリティ差額とサステイナビリティ投資を導入することで、当団体は、持続可

能性の代価を認め、持続可能な生産に投資することでさらに報いることを、企業に推奨して参りま

す。より持続可能な製品は、より良い価格を支払われるべき、より良い製品だからです。認証農産物

の競争力を低下させる可能性のある固定農産物価格を設定することよりも、当団体の取り組みは、よ

り構造的です。生産者が、交渉力を高め、自分たちのために主張するためには、どのような投資支援

が必要かを生産者が明らかにできるようにすることにより、サプライチェーンにおける不平等と貧困

の根本的な原因に取り組むことを目指しています。 

 

サステイナビリティ差額とサステイナビリティ投資 

• サステイナビリティ差額は、農産物の市場価格に加えて、認証された農場認証保有者に対して行

われる、必須の、金銭による支払いである。 

• サステイナビリティ投資は、2020 SASへの準拠を支援するという特定の目的のために農場認証保

有者に対して行われる、必須または選択型の現物による投資である。 

 

サステイナビリティ差額（SD）とサステイナビリティ投資（SI）への進化 

レインフォレスト・アライアンス 2020 SASでは、次の通り、いくつかの点で、従来の方式からの転

換が必要になります。 

 

プレミアムの取り組み SD/SI の取り組み 

• UTZプレミアム要件では、第一バイヤーか

ら農場 CHに支払われた金額のみを把握。現

物による投資は含まれない。 

• RAプレミアム要件では、何も無し。 

• 農場 CHに対して行われたすべての投資を把

握する。これには現物による投資と金銭に

よる投資の両方が含まれる。 

• UTZプレミアム要件では、生産者に支払わ

れる金額と生産者団体管理者に支払われる

金額の両方が含まれている。正確な分配は

義務付けられておらず、認証プラットフォ

ーム上で報告もされない。 

• 生産者に届いている現金額を測定すること

により、生産者への価額（SD）と生産者団

体/農場の管理者への価額（SI）を区別す

る。 

• 投資の手引きは行われていない。 • 投資計画の中で農場 CHによって特定された

投資ニーズに基づく。必須のテンプレート

が、レインフォレスト・アライアンスによ

って提供されている。 

 

 

茶類におけるサステイナビリティ差額とサステイナビリティ投資 

 

農場認証保有者（CH） 

 

農場 CHは、SD/SI支払いで得た資金の分配、使用、および報告に関するレインフォレスト・アライ

アンス持続可能な農業基準の要件を厳守しなければなりません。 

また、農場 CHは、レインフォレスト・アライアンスによって提供されたテンプレートを使用して、

サステイナビリティ投資需要を明確に示した投資計画を作成しなければなりません。農場 CHは、レ

インフォレスト・アライアンス オンラインプラットフォーム上で、自身の SD/SI情報を、常に最新

の状態に保たなければなりません。 

 

 

 

 

ブランドオーナー（B0） 
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ブランドオーナーは、消費者とつながりを持ち、持続可能なサプライチェーンに投資し、表示を行う

ことによって、具体的な持続可能性目標の達成に対する約束を実証する市場関係者です。また、ブラ

ンドオーナーは、包材やオンライン上でレインフォレスト・アライアンス認証マークを表示するこ

と、あるいは認証調達の表示を広報資料や企業ウェブサイト上で行うことによって利益を得る市場関

係者です。 

 

茶類部門では、ブランドオーナーは、SD/SIが確実に各農場 CHに支払われるようにする責任を有す

る関係者です。具体的な支払い責任は、サプライチェーン認証保有者、すなわちレインフォレスト・

アライアンス オンラインプラットフォームでブランドオーナーの認証管理者として登録された事業

体に適用されます。 

 

ブランドオーナーが自社の茶類の梱包を製造業者/梱包業者に委託する場合（例えば、外食や小売の

関係者）は、その製造業者/梱包業者が、その BO に代わって SD/SI を処理しなければなりません。

そのような場合は、その BO は、レインフォレスト・アライアンスの支払手段を通じて農場認証保有

者に対して製造業者/梱包業者が支払った SD/SI を払い戻し済みである証拠を提供できる場合は、レ

インフォレスト・アライアンス認証マーク、許可された表示および説明を使用できます。 

 

ブランドオーナーは、各農場 CHと、金銭による SD/SIレベルについて合意（約束）を交わす責任を

負います。これらの約束は、そのブランドオーナーが、レインフォレスト・アライアンス認証茶類製

品を、農場 CHから直接に調達するか、製造業者/梱包業者を通じて調達するかにかかわらず、適用さ

れます。これらの約束は、少なくとも年に 1回、約束の対象となる暦年の初めに、レインフォレス

ト・アライアンス トレーサビリティプラットフォーム上で記録されなければなりません。 

支払いと透明性 

 

SD/SIの記録と報告は、すべて、レインフォレスト・アライアンス オンラインプラットフォーム上

で行われます。SD/SIの支払いは、前暦年に対して、事後に行われます。レインフォレスト・アライ

アンスは、支払いの橋渡し役を担います。レインフォレスト・アライアンスは、レインフォレスト・

アライアンス オンラインプラットフォーム上で、合意された約束の通りの SD/SIの請求を、当該農

場 CHに代わって、ブランドオーナーまたはその委任先の製造業者/梱包業者に行います。SD/SI出資

を受け取り次第、レインフォレスト・アライアンスは、持続可能な農業基準に定められた通りに

SD/SI出資の受け取りと使用に説明責任を負う農場認証保有者に対して、その SD/SIの全額を支払い

ます。 

 

 

 
 

 

 

 

2023年 1月 1日以降、SD/SIは、農場 CHからそのブランドオーナーまでの認証として引換え処理さ

れたすべての数量に対して、数量単位あたりで、すなわち米セント/キログラムまたは米ドル/トン

で、支払われなければなりません。 

BOが SD/SIレベル

を決定 

BOが SD/SI約束を 

記録 

BOが茶類を 

引換え処理 
RAが BOに請求 

BOが RAに SD/SI

を支払う 

梱包業者と BOで

SD/SIレベルにつ

いて調整 

梱包業者が 

SD/SIレベルを決定 
梱包業者が 

約束を記録 

梱包業者が 

BOに対して茶類を 

引換え処理 

梱包業者が RAに

SD/SIを支払う 

RAが 

梱包業者に請求 

RAが農場 CH に SD/SI

の全額を支払う 

農場 CHが SD/SIを 

構成員/労働者に分配 
農場 CHが受け取った

SD/SIの使途を報告 

企業（梱包業者）ブランド 

外食/小売（梱包業者ではない）ブランド 
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• 基準要件では、SD/SIは、少なくとも年に 1回、支払われなければならないと規定されてい

る。しかしながら、茶類に関しては、毎第 1四半期末日までの SD/SIの支払いが見込まれる

ため、レインフォレスト・アライアンスは、前年の SD/SI約束に対して、毎年の第 1四半期

の請求および支払いを提案する。 

 

SDと SIの金額に関する手引き 

 

• SD/SIの支払いは、2020基準に基づいて認証されたすべてのレインフォレスト・アライアン

ス認証茶類に対して必須であるが、約束の実際の価額は、BO（またはその指定梱包業者）と

CHの間で取り決めることができる。 

• 実施初年度（2023年 1月 1日から 12月 31日）は、レインフォレスト・アライアンスは、最

低額を設定しない。ただし、公平な競争の場を作り出し、すべての SCAに分かりやすくする

ために、初期値として次を提案する。 

o SDは、BOによってサプライチェーンから引換え処理されたレインフォレスト・アラ

イアンス認証茶類 1トン（1000kg）ごとに、10米ドル/トン以上を基準に支払われる 

o  SIは、BOによってサプライチェーンから引換え処理されたレインフォレスト・ア

ライアンス認証茶類 1トン（1000kg）ごとに、40米ドル/トン以上を基準に支払われ

る 

• 実施 2年目（2024年）以降は、レインフォレスト・アライアンスは、今後収集されるデータ

と知見に基づいて、SDまたは SIの固定額または最低額を導入する権利を留保する。レイン

フォレスト・アライアンスは、SDまたは SIの固定額または最低額の導入について、少なく

とも 12ヶ月前までに通知を行う。 
 

 

段階化 

 
段階 1 移行 

 

 2021 年 7 月〜2022 年 12 月 

段階 2 実施 

 

2023 年 1 月 1 日〜12 月 31 日 

段階 3 精査と再設定 

2024 年 1 月 1 日以降 

 

• 従来の RA または UTZ 認証プログラムに対

しては、UTZ 必須/レインフォレスト・ア

ライアンス選択プレミアムを継続 

 
• 2020 SAS に基づいた農場 CH の審査は 2021

年 7 月 1 日から開始 

 

2020 SAS に基づいて認証された茶類が BO

のサプライチェーンに入り始める。 

 

2022 年 6 月 30 日 農場 CH は、新しい認証プ

ログラム（2020 SAS）への移行を完了

し、移行認証書を取得する。* 

 

2022 年 12 月 31 日 サプライチェーン CH

は、新しいに認証プログラム（2020 

SAS）への移行を完了し、移行認証書を取

得する。 

 

• BO は、2020 SAS に基づいて認証された、

2022 年に購入された数量に対する、2022

年度 SD/SI 約束を記録する。 

 

• CH は、第 1 回投資計画を完了する 

レインフォレスト・アライアンスプログラ

ムのすべての茶類は、2020 SAS に基づ

いて認証される。 

 

SD 支払いは、2020 SAS に基づいて認証され

た数量に対して適用される。目安の初期値

は 10 米ドル/トンで、厳守すべき最低額は

設定されない。 

 
SI の金銭および現物による支払いは、2020 

SAS に基づいて認証された数量に対して適

用される。目安の初期値は 40 米ドル/トン

以上で、厳守すべき最低額は設定されな

い。 

 
SD および SI の請求書は、2022 年度の約束

および数量に対して、2023 年の第 1 四半期

の初めに発行され、SD および SI 支払い

は、2023 年の第 1 四半期の末日までに行わ

れる。 

 
レインフォレスト・アライアンスは、農場

CH の投資需要に関するデータを収集する。 

レインフォレスト・アライア

ンスは、SD および SI 価額を

精査する。支払うべき最低

SD および/または SI 額を決

定。 

 

レインフォレスト・アライア

ンスは、農場 CH の投資需要

に関するデータを精査する。 

 

レインフォレスト・アライア

ンスは、農場 CH レベルでの

SI による改善に関するデー

タを収集する。 

 

 

 

 
*移行期間審査中に、農場 CH に、従来の RA または UTZ 認証プログラムにおいて生産された数量が残されていた場合は、それ

らの数量を移行認証書に繰り越すことができる。ひとたび移行認証書に繰り越されると、そのような従来の RA または UTZ 認

証プログラムにおいて生産された数量は、新しいレインフォレスト・アライアンス数量として扱われる。したがって、それら

の数量が、2022 年以降に BO のサプライチェーンに加えられる場合は、それらの数量もまた、BO からの SD/SI 出資の対象であ

る。 
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影響 

 

 
SD/SI の取り組みは、BO と農場 CH の両方に、目に見える好影響を

もたらします。消費者が、良いことをするブランドをますます求め

ている中で、責任の共有は、BO からの金銭と現物による投資に支

えられて、農場において、確かな行動と目に見える結果をもたらし

ます。自社の約束と価値観が可視化されるに従って、BO には、ブ

ランドと消費者の一体感が増したことが感じられるようになるはず

です。表示と説明に関しては、詳しくは、第 6 章を参照してくださ

い。  

  

責任の共有 

SD/SI 

責任の共有 

持続可能な農業基準への 

準拠 

ブランド価値の 

増加 

より幅広い 

財政基盤 

市場および消費者 

エンゲージメント 

持続可能な方法で 

栽培された農産物 

社会的および環境的 

持続可能性 

生活賃金と 

生活所得 
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1. 本書の目的 

1.1 はじめに 
レインフォレスト・アライアンス 2020 SASでは、農場認証保有者用とサプライチェーン認証保有者

用の項目 3.2 と 3.3 に、サステイナビリティ差額（SD）要件とサステイナビリティ投資（SI）要件が

含まれています。それらの要件の解釈は、付属文書 S14 責任の共有に掲載されています。 

 

全般的な原則は全作物部門で一貫していますが、SD/SIの取り組みには、各作物部門に合わせた、実

施に関する追加の手引きが定められています。本書では、サステイナビリティ差額（SD）とサステイ

ナビリティ投資（SI）の、茶類における実施方法を解説します。 

 

その他の作物部門用の SD/SI手引きは、別に発行されます。 

 

1.2 本書が想定するユーザーと用途 
 

本手引き書は、SD/SI価額が、レインフォレスト・アライアンス オンラインプラットフォームで記

録され、処理され、保証される仕組みに関連して役割を果たす、すべての関係者に役立ちます。その

ような関係者には次が含まれます。 

• 団体構成員（生産者団体認証の一員である個々の生産者） 

• 責任者（団体認証と個別認証を問わず） 

• ブランドオーナーおよび/またはその指定製造業者/梱包業者 

• 内部監査員 

• 認証機関 

• レインフォレスト・アライアンス内部の関係者および指導員 

 

本手引き書は、次の読者に参考になります。 

• 上流までのレインフォレスト・アライアンス認証茶類のすべての購入者 

 

 

2. 茶類におけるサステイナビリティ差額とサステイナビリテ

ィ投資 

2.1 持続可能な茶類部門を目指して 
 

持続可能な茶類部門とは、人と自然が繁栄できる方法で茶類が生産され、取引される茶類部門のこと

です。それは、生産者が、環境的、経済的、および社会的に持続可能な方法で茶類を生産するための

知識と資源を持っている作物部門です。そこでは、生産者は他のサプライチェーン関係者に支援され

ているため、茶類部門全体で価格変動や気候変動の影響に対応する力があります。市場が、投資をし

て、持続可能な方法で生産された茶類を調達するためだけに選択を行い、このより良い生産物により

良い価格で報いるため、生産者が、生産した茶類に対して適切な価格を得ることができる作物部門で

す。 

 

持続可能な変革の責任を、生産者だけに負わせることはできません。地球規模で持続性のある構造的

な変化を推進するためには、企業と政府も、主導的役割を果たす必要があります。 

責任の共有は、サプライチェーン関係者とその他関係者に要求される、農場レベルでの持続可能な生

産を支援するための共同での取り組みを意味します。 
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茶類部門の持続可能性を蝕んでいる問題、すなわち、気候対応力、森林破壊、移住、ジェンダー不平

等、安全性、および若者と労働者の機会の欠如の、根本的な原因である茶類生産者の財務不安に対応

する行動が、明確に求められています。 

 

新しいレインフォレスト・アライアンス 2020認証プログラムは、従来以上に、持続可能性への取り

組みにおける責任の共有に重きを置いています。当団体は、持続可能性への投資が緊急に必要である

ことを明確に示すために、世界で最も進歩的な最大手企業数社と強力な協力関係を築き、連携を進め

ており、そうする中で、進歩を遂げている生産者に報いて参ります。 

さらに、当団体は、レインフォレスト・アライアンス認証製品を選択すれば、より責任ある作物部門

の構築に参画しているブランドと企業に報いることになることを、消費者に対して啓発する取り組み

を行なって参ります。 

これにより、同作物部門は、生活所得を実現する力が茶類生産者に欠如していることなどの長年の課

題に取り組むことができるようになり、生産者は、生活賃金を支払えるようになり、改善された茶類

農場責任者は、茶類部門における主要なリスクに取り組むことができるようになると、当団体は確信

しています。 

 

 

2.2 サステイナビリティ差額とサステイナビリティ投資の導入 
 

農場 CHに SD/SIが必要な理由 

収量と収入を増加させ、社会慣行を改善し、持続可能な農業基準の環境持続可能性要件を根付かせる

ための、長年の投資、優れた農業慣行に関する研修、およびその他の試みにも関わらず、認証農場の

状況と真に持続可能な茶類生産の間には大幅な差異が存在します。この構造的な貧困と、持続可能な

生産を選択する生産者に資源が十分に利用可能でないことによって、持続可能な農業に向けた進捗が

妨げられています。効果を促進するためには、持続可能な慣行を採用するよう、生産者へのさらなる

動機付けが必要であり、農場 CHには、それぞれの事業と団体構成員や労働者に投資する手段が無け

ればなりません。 

すべてのサプライチェーン関係者には、作物部門を真に持続可能にする上で、果たすべき役割があり

ます。リスクと価値の両方がサプライチェーン内で共有されるサプライチェーンが、包摂的なサプラ

イチェーンです。これには、農場と生産をより持続可能にするための生産者の努力が報いられる仕組

みへの移行が必要です。 

 

この展望の実現を促進するために、当団体の 2020 SASには、レインフォレスト・アライアンス認証

農産物のバイヤーに対する 2つのツール、すなわちサステイナビリティ差額とサステイナビリティ投

資）に関する要件の概要が示されています。 

 

ブランド/ 

貿易業者 
生産者 

ブランド/ 

貿易業者 
生産者 

ブランド価値 

幅広い 

財政基盤 

市場支配力 

不確実な 

市場アクセス 

気候変動の影響 

実際の生産 

認証要件 責任の共有 
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サステイナビリティ差額は、市場価格を超えて認証生産者に対して行われる、必須の、追加的な金銭

による支払いです。 

 

サステイナビリティ投資は、農場認証保有者が持続可能な農業基準に準拠できるよう支援するという

特定の目的ために行われる、レインフォレスト・アライアンス認証製品のバイヤーから農場認証保有

者への、必須の、現金または現物による投資です。 

 

サステイナビリティ差額とサステイナビリティ投資は、持続可能な生産に関わる費用と利益の両方の

サプライチェーン全体で共有することの奨励を目的としています。 

 

 

 

2.3 SD/SI への移行 
 

SD/SI に関する個別の状況の考慮 

 

SD/SIの取り組みは、基本的にはすべての農作物に対して同一ですが、貿易制度、契約方法および支

払い方法に関する個別の状況は、農作物や国によって異なります。加えて、レインフォレスト・アラ

イアンスは、生産者の開発レベルと取り組み成果が、国ごとに、さらにはそれぞれの国の中でも、大

幅に異なる場合があると認識しています。作物部門別の手引きは、特定の農作物および作物部門に関

して、支払い制度、SD/SIレベルの設定、および SD/SI要件が適用される時期に関して個別の状況を

考慮することを目的としています。 

 

茶類における認証とプレミアムの背景 

プレミアムは、UTZ認証では必須でした。レインフォレスト・アライアンス認証茶類では必須とされ

てはきませんでしたが、一部の事例で、個別のサプライチェーン関係者が、認証製品にプレミアムを

支払うことを選択したことはあります。 

 

2.4 ブランドオーナーとブランドオーナーの責任 
 

1. ブランドオーナーは、サプライチェーンでレインフォレスト・アライアンス認証として購入

および引換え処理された茶類の数量に対して、SD/SIが確実に支払われるようにする最終的

な責任を負う。 

2. ブランドオーナーは、レインフォレスト・アライアンス プラットフォーム上で、茶類製品の

調達先である農場 CHごとに SD/SIレベルを約束および設定する責任を負う。 

3. ブランドオーナーが農場 CHから直接に調達する場合は、約束された SD/SIは、ブランドオー

ナーによって、レインフォレスト・アライアンスの支払手段を通じて、各農場 CHに支払われ

る。 

4. ブランドオーナー（BO）が消費者用最終製品のみを調達する場合（例えば、外食または小売

のブランドオーナー）、そのブランドオーナーは、委任先製造業者/梱包業者との合意に

SD/SIレベルを含める必要がある。約束された SD/SIレベルの支払いは、レインフォレス

ト・アライアンス オンラインプラットフォーム上で認証管理者として登録された委任先製造

業者/梱包業者によって行われる。この場合、約束された SD/SIは、レインフォレスト・アラ

イアンスの支払い手段を通じて、その梱包業者によって、BOに代わって、農場 CHに支払わ

れる。 

a. そのような委任に該当する場合、レインフォレスト・アライアンスは、製造業者/梱

包業者が、茶類サプライチェーンの専門家として、レインフォレスト・アライアン

ス認証茶類の調達先である各農場に対する SD/SIレベルを設定することを期待す

る。BOは、BOが望む場合には、約束に先んじて、委任先製造業者/梱包業者と SD/SI

レベルを調整できる。調整を行わない場合は、製造業者が設定したレベルに自動的

に設定される。 
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b. そのような委任に該当する場合、BOは、約束され支払われた金額に対する製造業者/

梱包業者への SD/SI払い戻しの証拠を提供する必要がある。詳しくは第 7章を参照

のこと。 

5. BOは、その年の約束として、毎暦年の初めに、オンラインプラットフォーム上で、SDおよび

SI約束を記録しなければならない。翌暦年の請求および支払いは、それらの約束に基づいて

行われる。 

6. BOは、請求書に定められた条件に従って SD/SIを支払う必要がある。 

7. BOは、すべての表示と説明が、本書の 6.3項に記載の SD/SIの表示と説明に関する手引きに

従っていることを保証する必要がある。 

 

 

3. 茶類の SD/SI スケジュール 

 

茶類の SD/SIスケジュールは、次の通り、事前の約束と、レインフォレスト・アライアンス オンラ

インプラットフォームで引換え処理された数量に対する事後の支払いに基づきます。 

• 暦年の初めに、SD/SIに関する年次の約束 

• 前暦年の約束に基づいて、翌暦年の最初の四半期に、年次の請求および支払い 

詳細は第 7章を参照ください。 

 

 

1. 2021年 7月 1日以降は、すべての認証保有者が、レインフォレスト・アライアンス 2020認証プ

ログラムへの移行を開始しなければならない。この移行の手順とスケジュールの詳細は、レイン

フォレスト・アライアンスのウェブサイト（https://www.rainforest-

alliance.org/business/reimagining-certification/how-to-transition-to-the-2020-certification-

program/）を参照のこと。 

2. 2021年 7月 1日以降に UTZ2015またはレインフォレスト・アライアンス 2017基準に基づいて認

証された農場から調達された茶類に対しては、当該サプライチェーン関係者は、SD/SI要件に準

拠する必要はないが、対応する認証プログラムの要件に準拠する必要がある。 

3. 2021年 7月 1日以降は、ブランドオーナーは、直接にまたは委任先製造業者/梱包業者を通じ

て、2020認証プログラムで認証された農場 CHごとに、調達される数量の SD/SI約束レベルを、

レインフォレスト・アライアンス オンラインプラットフォーム上で記録しなければならない。 

4. 2023年 1月 1日以降は、すべてのブランドオーナーは、2020 SAS認証プログラムに基づいて認

証され、前年分としてレインフォレスト・アライアンス オンラインプラットフォーム上で引換

え処理された数量に基づいて、直接にまたは委任先の製造業者/梱包業者を通じて、SD/SIを事後

的に支払う必要がある。2023年以降は、これは毎暦年の初めにレインフォレスト・アライアンス

によって請求され、その請求書に定められた条件に従ってブランドオーナーによって支払われ、

農場 CHへの支払いは毎暦年の第 1四半期の末日までに完了される。 

  

https://www.rainforest-alliance.org/business/reimagining-certification/how-to-transition-to-the-2020-certification-program/
https://www.rainforest-alliance.org/business/reimagining-certification/how-to-transition-to-the-2020-certification-program/
https://www.rainforest-alliance.org/business/reimagining-certification/how-to-transition-to-the-2020-certification-program/
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4. 茶類におけるサステイナビリティ差額の手引き 

 

4.1 SD の受益者 
レインフォレスト・アライアンスは、農場認証保有者が、持続可能性の向上に向けた取り組みを評価

されるべきであると考えます。SDは、これを支援することを目的としています。 

 

SDは、次の通りに、生産者の利益にならなければなりません。 

 
認証の種類 SD受け取り後の CHの行動 

生産者団体認証 

（要件 3.2.1が適用され

る） 

SDは、団体構成員（生産者）に全額が支払われる。SDを何に使うかに関する規定

はなく、SDがどのように使われるかは生産者自身で決定できる。その一部であっ

ても、団体責任者のもとに残されない。 

 

個別認証 
（要件 3.2.2が適用され

る） 

農場管理者は、レインフォレスト・アライアンス サステイナビリティ差額を、生

産者および/または労働者の利益のために使用する。SDの使用に関する詳しい手

引きは、次の文書を参照のこと。 https://www.rainforest-

alliance.org/business/resource-item/guidance-use-of-sustainability-

differential-and-sustainability-investments-for-the-benefit-of-workers/ 

 

 

4.2 SD の金額 
 

ブランドオーナーは、オンラインプラットフォーム上で SD金額を約束します。それらの約束は、レ

インフォレスト・アライアンスの支払手段を通じて請求および支払いされる金額になります。レイン

フォレスト・アライアンスは、オンラインプラットフォーム上でブランドオーナーによって約束され

た SD金額が、農場 CHと取り決められ、合意された金額と同一であることを期待します。 

 

SD金額は、ブランドオーナー（またはその委任先の梱包業者）と農場 CHの間だけで取り決めること

ができます。レインフォレスト・アライアンスは、これらの取り決めには介入しません。 

 

レインフォレスト・アライアンスは、実施初年度の 2023年終了前に最低 SD価額を設定することはあ

りませんが、1つの目安として、レインフォレスト・アライアンスは、SDが、10米ドル/トンを下回

らないことを推奨します。 

 

この目安は、持続可能性への生産者の取り組みに適正に報いることを茶類業界に促すべく、すべての

ブランドオーナーに公平な競争の場を設けるための基点と見なされるべきです。したがって、当団体

は、SD支払いの平均が 10米ドル/トンを上回ることを期待します。 

 

2024年以降、レインフォレスト・アライアンスは、当団体の責任の共有への取り組みの中で収集さ

れたデータを、計画された効果を監視し、最低額の必要性を評価するために使用します。 

 

5. 茶類におけるサステイナビリティ投資の手引き 

 

サステイナビリティ投資（SI）は、レインフォレスト・アライアンス 2020持続可能な農業基準の要

件を満たす上で必要な投資を農場が行えるよう、支援することを目的としています。 

  

必要な投資は、農場 CHが、自身の投資計画の中で特定します。投資計画のテンプレートは、レイン

フォレスト・アライアンスが提供します（付属文書 S16）。投資計画では、投資は分類され、レイン

フォレスト・アライアンス 2020持続可能な農業基準の章に直接に結び付けられます。必要な投資を

特定するために、団体または農場の責任者は、農場リスク査定、自己査定、能力評価、内部監査、お

よび 2年目以降は外部審査の結果から得られた情報を使用します。 

https://www.rainforest-alliance.org/business/resource-item/guidance-use-of-sustainability-differential-and-sustainability-investments-for-the-benefit-of-workers/
https://www.rainforest-alliance.org/business/resource-item/guidance-use-of-sustainability-differential-and-sustainability-investments-for-the-benefit-of-workers/
https://www.rainforest-alliance.org/business/resource-item/guidance-use-of-sustainability-differential-and-sustainability-investments-for-the-benefit-of-workers/
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投資計画の詳細をブランドオーナーやその他の SCAと共有するように定めた農場 CHに対する基準要

件はありませんが、透明性の促進という観点で、レインフォレスト・アライアンスは、少なくとも投

資計画の概要、すなわちブランドオーナーが SI約束の決定を行う上で必要とする要素を共有するこ

とを、農場 CHに期待します。 

  

5.1 投資計画の内容 
 

投資計画では、投資対象候補は分類され、レインフォレスト・アライアンス 2020持続可能な農業基

準の章に結び付けられます。ただし、農場 CHに関わるすべての投資を、投資計画に含められるわけ

ではありません。 

  

投資計画には次を含めることができます。 

• その農場 CHの持続可能性の取り組み成果に応じた、レインフォレスト・アライアンス 2020

持続可能な農業基準のあらゆる章の主要および必須改善要件への準拠に関係する活動および

農業資材。投資計画には、審査費用などの、準拠の達成および維持に必要な活動および農業

資材も含めるべきである。 

• 労働者への福利厚生に関連する投資は、投資計画に含められるべきであり、それらの投資の

配分については、正当な労働者代表と協議しなければならない。 

• 生活賃金差異を無くすための追加的な賃金の増加は、その農場 CH自身の賃金改善計画と給料

評価表の範囲内で、投資計画に含めることができる。 

• 自己選択型改善要件は、主要および必須改善要件への取り組みが行われた後であれば、投資

計画に含めることができる。 

• 2020 SASへの準拠には関係しないが、その茶類農場 CHに相応しいその他の環境改善または

社会改善に関係する投資は、主要および必須改善要件への取り組みが行われた後であれば、

投資計画に含めて構わない。 

 

 

2020 SASへの準拠に関係せず、農場事業の通常の維持費に含まれる投資、例えば、肥料や農薬資材

あるいは最低賃金の支払いのような法的要件などは、投資計画に含められるべきではありません。 

 

  

表：想定される SIの使用 

  

主要要件 必須改善要件 自己選択型改善要件 その他の投資 

必ず。 

優先順位をつけなけ

ればならない。 

持続可能な農業基準で要

求された場合かつ主要要

件への取り組みが行われ

た後。 

選択された場合かつ主

要要件と必須改善要件

への取り組みが行われ

た後。 

持続可能な農業基準

に矛盾しない場合か

つその CHが同基準の

要件を満たす場合は

含めて構わない。 例：安全な飲料水の

利用可能性（5.6.4、

5.6.5、5.6.6）。 

例：懸念や関心を特定す

るためのコミュニティと

の関わり（5.8.3 L1）。 

例：灌漑のための雨水

貯留の使用（6.5.6）。 

  

  

毎暦年の初めに。 

• 農場 CHは、農場リスク査定、管理能力ツール、内部監査、審査報告（2年目時点での）、お

よび農場 CHが非準拠または改善を要する項目を特定する際に役立つその他の利用可能な情報

に基づいて、初期投資計画を作成する。 

• 投資計画の最初の部分（シート A1と A2）は、審査に先んじて詳細に記入される。 

• 農場 CHは、投資計画に基づいて、必要な SIのレベルを BO（または梱包業者）と取り決め

る。CHには全投資計画をバイヤーと共有する義務はないが、投資需要および SIの使途案に
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ついては、透明性を提供するために、要請があり次第、投資計画の概要をブランドオーナー

と共有することを、当団体は CHに期待する。   

• 個別に認証された生産者および大規模農場は、労働者の労働条件の改善のための特定された

投資需要の優先順位付けに関して、労働者と協議する必要がある。  

• 投資計画によって、計画の実施に必要な金額の合計が算出される。CHは、見込み収量および

見込み販売数量に基づいて、レインフォレスト・アライアンス認証として販売される数量を

予測する。投資需要の金額は、数量に基づく SI額を決定するために、認証数量の見込み販売

数量で割られる。   

• 投資計画を作成する際は、CHは、サステイナビリティ差額とサステイナビリティ投資の労働

者の利益のための使用に関するレインフォレスト・アライアンスの手引き書を用いる必要が

ある。  

 

 

暦年を通して 

•  毎四半期末に、農場 CHは、レインフォレスト・アライアンス オンラインプラットフォーム

（認証）上で SIの受け取りを確認する必要がある。 

 

毎暦年の終わりに 

• 農場 CHは、次の通りの SIカテゴリごとに、受け取った SI全額の配分を、レインフォレス

ト・アライアンス オンラインプラットフォーム（認証）上で報告することが求められる。1) 

運営と管理（第 1章、2章および 3章ならびに審査費用）、2) 農業（第 4章）、3) 社会

（第 5章）、および 4) 環境（第 6章）。 

• 農場 CHは、実際に受け取った SI支払いに合わせて投資計画を修正および調整して構わな

い。 

• 現物投資が BOによって行われる場合は、少なくとも年に 1回行われるべきであり、それら

は、数量に基づいた金銭的な SI出資とは別に、追加で計上される。 

• 支払いは、当初の優先順位に基づいて割り当てられ、実際に受け取った金額に合わせて調整

される。さらに、投資計画は、次年度のために、1回目の審査結果と、自身で定めた優先度

に従った農場 CHの計画の結果に基づいて更新される。これが次年度の計画の出発点である。 

 

複数の農作物のための投資計画 

• 複数の農作物を栽培している農場 CHは、レインフォレスト・アライアンス認証としての販売を

同農場 CHが予定しているすべての農作物に対して、投資需要を規定する必要がある。これらは

すべて単一の投資計画の中に含められるべきであり、農作物ごとに別個の投資計画を作成する必

要はない。 

• レインフォレスト・アライアンス認証としての販売を農場 CHが予定していない農作物に対して

は、同農場 CHは、農作物別の投資需要を投資計画に含めるべきではない。 

• 複数の認証農作物に対して投資計画を作成する際、農場 CHは、次を行う。 

o すべての認証農作物を対象とする共通費用を考慮に入れて、項目 1（運営管理）、項目 3

（社会）および項目 4（環境）を記入する。 

o 農作物ごとに具体的な投資需要を特定しながら項目 2（農業）を記入する。 

o 農作物ごとの投資費用を、次の方法で計算する。 

Á 共通費用（項目 1、項目 3および項目 4）の総額を計算する 

Á 共通費用を全農作物で割る（これは主作物間での均等割りまたは主作物と副作物

の数量もしくは価額に基づいた比例配分による） 

Á 共通費用の応分の割合に農作物別の費用を足す。 

この計算は、当面は、投資計画テンプレートとは別に行われる必要がある。レインフォレス

ト・アライアンスは、複数の農作物を市場投入する農場 CHに適した投資計画テンプレート

を、近日中に提供するように努める。 

• 各農作物に対する個々のバイヤーの投資については、これらの後に初めて取り決めを行える。 

 

https://www.rainforest-alliance.org/business/resource-item/guidance-use-of-sustainability-differential-and-sustainability-investments-for-the-benefit-of-workers/
https://www.rainforest-alliance.org/business/resource-item/guidance-use-of-sustainability-differential-and-sustainability-investments-for-the-benefit-of-workers/
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5.2 投資の優先度 
SIは、農場 CHがレインフォレスト・アライアンス 2020持続可能な農業基準の適用要件に準拠でき

るようにするための最も重要な投資需要への貢献を目的としています。これは、投資需要が優先順位

付けされなければならないことを意味します。優先度は、投資計画の最後の列に記入されます。 

  

5.3 投資の種類 
サステイナビリティ投資は、次の種類が認められています。 

  

年次現金投資 

投資計画では、必要な投資の特定および優先順位付けが行われます。投資計画は毎年更新されます。

年次現金投資は、通常は、農場認証保有者によって、年単位で、優先度が最も高い投資に割り当てら

れます。 

  

長期（複数年）投資 

長期にわたって継続した行動が必要な持続可能性の改善を対象とする長期の投資は、投資計画に含め

ることができます。この場合は、平均年次投資額を含めることができるため、大口で先行投資を行

い、後続投資を抑制することが可能です。 

  

現物投資 

投資計画には、ブランドオーナーや SCAからの現物出資（例えば、設備またはサービスや研修の提

供）を含めることができます。現物投資は、投資計画のカテゴリに別個に割り当てて構いません。合

意が結ばれている現物投資のみが含められます。 

 

ブランドオーナーによって資金提供または現物支援される従来の自主的な投資は、農場 CHと当該ブ

ランドオーナーの間の合意に基づいていて、農場 CH投資計画に合致している場合は、SIと見なすこ

とができます。 

現物投資の割り当て 

ブランドオーナーは、現物投資の価額を指定する責任を負います。農場 CH は、現金 SI のと

ころで定義済みのカテゴリに従って、現物投資を割り当てます。金銭 SI と現物 SI は、どちら

もオンラインプラットフォームを通じて報告されます。現物投資は、農場 CH 投資計画で明

確に示されている通り、茶類の数量単位あたりの SI の計算に含めることができ、レインフォ

レスト・アライアンス プラットフォーム上で別に報告されなければなりません。 
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5.4 サステイナビリティ投資の価額 
 

現金投資の価額 

 

ブランドオーナーは、オンラインプラットフォーム上で SI金額を約束します。それらの約束は、レ

インフォレスト・アライアンスの支払手段を通じて請求および支払いされる金額になります。レイン

フォレスト・アライアンスは、オンラインプラットフォーム上でブランドオーナーによって約束され

た SI金額が、農場 CHと取り決められ、合意された金額と同一であることを期待します。  

 

SI金額は、ブランドオーナー（またはその委任先の梱包業者）と農場 CHの間だけで取り決めること

ができます。レインフォレスト・アライアンスは、これらの取り決めには介入しません。 

 

レインフォレスト・アライアンスは、実施初年度の 2023年終了前に最低 SI価額を設定することはあ

りませんが、1つの目安として、レインフォレスト・アライアンスは、SIが、40米ドル/トンを下回

らないことを推奨します。 

 

この目安は、持続可能性への生産者の取り組みに適正に報いることを茶類業界に促すべくすべてのブ

ランドオーナーに公平な競争の場を設けるための基点と見なされるべきです。したがって、当団体

は、SI支払いの平均が 40米ドル/トンを上回ることを期待します。 

 

2024年以降は、レインフォレスト・アライアンスは、当団体の責任の共有への取り組みの中で収集

されたデータを、計画された効果を監視し、最低額の必要性を評価するために使用します。 

 

投資計画には、多額の資金提供を要する需要が含まれる場合があります。そのため、複数年の投資が

より適切な場合があります。そのような場合は、SIは、より長い期間の平均年次投資額として計算

されます。 

 

2020基準に準拠するためには、継続的な改善が必要なため、時間とともに新たな/追加の投資が必要

になります。ただしこれは、必ずしも、投資の金額を毎年増加させる必要があることを意味しませ

ん。毎年、投資計画で優先順位付けを行うことにより、継続的な改善と実施内容の向上をもたらす、

影響が大きい投資に重点を置く必要があります。 

 

現物投資の価額 

ブランドオーナーは、実際の支出に基づいて、現物投資の価額を指定する責任を負います。CH は、

金銭による SI のところで定義済みのカテゴリに従って、現物投資を割り当てます。価額の指定と使

途の割り当ては、年次審査で審査されます。 

 

 

5.5 生活賃金とサステイナビリティ投資 
 

農場 CHは、生活賃金差異を無くすための追加的な賃金の増加に取り組む際に、投資計画テンプレー

ト、自身の賃金改善計画、および記入済みの給料評価表を使用できます。 

 

BOからのサステイナビリティ投資は、この枠組み中で、生活賃金を目指した貢献が可能です。2020

基準では、SD/SIの支払いは、すべてのサプライチェーン関係者に必須ですが、生活賃金への貢献

は、一連の自己選択型サプライチェーン要件になっています。BOが、生活賃金に貢献し、その旨の

関連表示を行うことを望む場合は、BOは、次を満さなければなりません。 

•  認証保有農場の賃金改善計画のコピーを保持し、それを達成するための支援をいつどのように

提供できるかを特定している（要件 3.4.1） 

• 農場の賃金改善計画の実施に寄与するための手順、目標、日程について認証保有農場と合意に達

する（要件 3.4.2） 

• 認証保有農場と合意した手順、目標、および日程に合致した農場の賃金改善計画への貢献を行う

（要件 3.4.3） 
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• サプライチェーン認証保有者による農場への生活賃金支払いの貢献に関連する直接的な金銭的ま

たはその他の種類の投資を記録する（要件 3.4.4） 

 

 

6. サステイナビリティ差額とサステイナビリティ投資の報告 

6.1 透明性 
透明性は重要です。SD および SI 金額の報告により、レインフォレスト・アライアンスは、投資需要

の的確な把握、サプライチェーンによる貢献の促進、そしてゆくゆくはそれらの貢献によってもたら

される効果の実証ができるようになります。 

 

1. レインフォレスト・アライアンスは、オンラインプラットフォームおよびサプライチェーン

報告と作物部門報告を通じて、茶類サプライチェーンで支払われた SD/SI金額に関する透明

性を提供することを目指す。 

2. レインフォレスト・アライアンスは、本書に規定された最低額目安案を上回る SD/SI支払い

を行うための根拠をブランドオーナーに提供するために、サプライチェーン CHに集計報告を

提供することを目指す。 

 

 

6.2 報告 
SD/SIを含むすべてのトレーサビリティ報告は、レインフォレスト・アライアンス オンラインプラ

ットフォーム上で行われます。 

プラットフォームは、すべての種類の茶類の転換と販売だけではなく、SD/SIの約束および支払いも

記録します。 

 

農場 CHとサプライチェーン CHの両方が、オンラインプラットフォームのデータを正確かつ最新に保

つ責任を負います。 

 

SD/SIの約束および支払いに関する情報は、異なる時期に、オンラインプラットフォームを通じて、

収集および報告されます。注：実際の支払いを報告する制度は、次の原則に基づいて、2022年中

に、細部まで設計・開発される予定です。 

 

 

農場 CHは、受領し使用した SDについて報告します。 

農場 CHは、数量に応じて受け取ったレインフォレスト・アライアンス サステイナビリティ差額を文

書化しなければなりません。各 BOからのサステイナビリティ差額の支払いについては、市場価格、

品質プレミアムや生活所得差額などの農作物および国別のプレミアムなどの他のプレミアムと明確に

区別される個別の記録が残されます。これについては、生産者団体 CH（要件 3.2.1参照）と、個別

または大規模農場 CH（要件 3.2.2参照）の、両方に当てはまります。 

生産者団体認証の農場 CHは、納入された数量に応じた比例配分で、団体構成員に、受け取った SD総

額を分配し、同内容を報告しなければなりません。（要件 3.2.1参照） 

個別認証の農場 CH（例えば大農園）は、労働者またはその生産者（農場 CH）自身の利益のために SD

を利用することを選択しても構いません。SDが労働者の利益のために利用される場合、農場 CHは、

賃金、労働条件、健康と安全、住居のカテゴリに応じて、サステイナビリティ差額がどのように使わ

れたかを、少なくとも年に一度、文書化します（要件 3.2.2）   

 

農場 CHは、受領し使用した SIについて報告します。 

 

農場 CHは、レインフォレスト・アライアンスの投資カテゴリに従って、同農場 CHの投資計画に対し

て BOから受け取った現物および現金によるサステイナビリティ投資を文書化しなければなりませ

ん。（要件 3.3.1参照） 
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また、農場 CHは、レインフォレスト・アライアンス投資計画のカテゴリに従って、SIがどのように

使われたかを報告しなければなりません。農場 CHは、受け取った SI総額に対して、投資計画に含ま

れる各カテゴリに割り当て済みである割合を、記載しなければなりません。投資計画は、ブラットフ

ォーム上だけではなく投資計画に記録されている内容に照らして SIに関する支出を確認して査定で

きるよう、審査員が入手可能でなければなりません。 

ブランドオーナーは、現物 SIについて報告します。 

ブランドオーナーは、その現物投資がどの投資カテゴリに分類可能かを記入しつつ、オンラインプラ

ットフォームを通じて現物 SIの推定価額を報告しなければなりません。 

  

レインフォレスト・アライアンスは、少なくとも年に 1 回、次を報告することを目指します。 

• CHが受け取ったレインフォレスト・アライアンス SD/SIの国別合計額 

• ブランドオーナーと農場 CHの間で支払いが合意されたレインフォレスト・アライアンス SD/SI

の合計額。 

 

6.3 表示と説明 
 

2020認証プログラムでは、生産者は、自身の取り組み成果の分析と持続可能な慣行のさらなる実施

に役立つ新しいツールと研修が利用できます。サプライチェーン全体で特定された重大なリスクの検

証に重点を置くリスクベースの審査手順も含まれています。これらの革新の目的は、生産者が、自身

をより良く差別化し、市場で自身の持続可能性の取り組み成果を見せることができるようにすること

と、企業が、自社のサプライチェーン内での取り組み成果に関して、よりきめ細かい知見を利用でき

るようにすることです。それによって、企業は、自社の原材料の生産においてリスクや機会がある範

囲を特定しつつ、持続可能な方法で生産された商品への需要に応えるべく自社のサプライチェーンの

持続可能性を強化するために同社が今後行う予定の投資について情報発信できるようになります。こ

れは、生産者の生活に良い影響をもたらすこと、そして生産者と企業が長期的かつ密接な関係を築く

ことを後押しします。 

各ブランドは、市場でそのブランドを差別化すること、そしてそのブランドが人間と自然にもたらし

てきたプラスの影響を示すことを、ますます望んでいることを、レインフォレスト・アライアンスは

理解しています。そのため、改善されたレインフォレスト・アライアンス認証システムでは、結果に

基づく表示を行う標準化された取り組みを開発したことで、ブランドと企業が、原産地における自社

の影響と投資について説明する方法を提供できるようになりました。結果に基づく表示とは、認証の

実施、対象を絞ったプログラム、および/または責任の共有に関わる投資の実施を通じて達成された

結果または実際にもたらされた影響に関する表示のことです。この新しい取り組みによってもたらさ

れる透明性の向上は、期待される影響をもたらすために原産地での投資を増やし、それに関して表示

または説明を行うことで、持続可能性への取り組みと投資に関する消費者エンゲージメントを促進で

きるよう、認証サプライチェーン関係者とその関連ブランドを支援することを目的としています。 

当団体は、レインフォレスト・アライアンス表示枠組みを通じて、責任の共有の約束、支払い、およ

び影響に関する、認められる表示と説明の種類の手引きを、サプライチェーン認証保有者に提供する

予定です。企業は、SD/SI金額に関するサプライチェーン報告と作物部門報告を活用することで、責

任の共有に関して、結果に基づく表示を行うことが推奨されます。 

次の表示と説明は、責任の共有に該当します。 

1. その企業が責任の共有を目的に実施済みの金銭による投資に関する中立的な文言である投資

表示を含む、責任の共有に関する基本的な文言（範囲、原産国、および数量）。その金額が

どのように投資されているかに関連する文言が含められる場合は、それが一般的な内容であ

り、レインフォレスト・アライアンス持続可能な農業基準で要求される持続可能性基本原則

を農場 CHが満たすことにその金額がどのように役立つのかを説明している必要がある。 
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a. 例：「ブランド Aの茶は、持続可能性への取り組みに役立てるために 100万米ドル

にのぼる持続可能性投資を受け取ったケニアとタンザニアのレインフォレスト・ア

ライアンス認証農場産です」 

b. 例：「当社のブランド Dのサプライチェーンには、800近いコミュニティの 50,000

人の茶類生産者が含まれます。これらの生産者は、レインフォレスト・アライアン

ス認証、そしてこの 1年間にこれらの生産者に対して当社が行った持続可能性投資

を通じて、気候変動への対応力を高めることに役立つ再生農業慣行の採用に取り組

んでいます。」 

c. 例：「当社は、茶類生産者による気候変動への適応と総合的病害虫管理の手法の採

用を支援するため、レインフォレスト・アライアンスの持続可能性投資に 120万ド

ルを投資済みです。」 

2.  協力関係の表示 

a. 例：「ブランド Bは、世界中で持続可能性と保全に尽力している非営利団体レイン

フォレスト・アライアンスと連携しています。当ブランドは、生産者にとってのよ

り良い生活、お客様にとってのより良い茶、そしてすべての人にとってのより良い

環境の確保を約束しています。そのために当ブランドが行っていることの 1つは、

当ブランドに茶を納入しているすべての生産者に対する持続可能性投資です。」 

3. 認証の影響の表示 

a. 例：「ブランド Cは、レインフォレスト・アライアンス認証であること、そして茶

類サプライチェーンにおける責任の共有を支援できることを、誇りに思います。最

近の研究 Xで、投資を受けているレインフォレスト・アライアンス認証茶園のほう

が、IPMの導入の達成が早いこと、茶の木への農薬施用量が少ないこと、そして農薬

施用時に労働者に提供される防護服が良いことが示されています。」  

表示は、特定の農場/生産者団体に対して特定の金額の直接払いを実施済みであることを、そ

の企業がその農場 CHに直接に支払う責任がある CHである場合を除いては、示唆するべきで

はありません。また、表示は、責任の共有に対するその企業の投資が原産地で具体的な影響

を直接をもたらしたことを、その表示が要望に応じたサプライチェーンプログラムの結果の

評価を通じて確認可能な場合を除いては、示唆するべきではありません。 

o 例：「当社のブランド Eは、レインフォレスト・アライアンスと提携し、調達先茶農場

20軒に対して 100万米ドルを支払いました（1軒あたり 5万米ドル）。この投資によ

り、当社の調達先農場は、労働者への賃金を 15%増加させています。」 

 

小売業者とそのサプライヤー 

小売ブランドオーナーが、上の 2.4.4項に記載されているように SD/SIを処理する責任を製造

業者/梱包業者に委任済みである場合は、その小売ブランドオーナーは、SD/SIの支払いが、実

際にサプライヤーによって完了されていることの証拠を提供することが期待されます。 

 

そのような場合は、SD/SI関連の表示は、委任先製造業者/梱包業者がそのような SD/SI支払い

を補償していることの証拠を小売ブランドオーナーが提供できる場合に、小売ブランドオーナ

ーによって行われることのみが認められます。 

 
 

7. SD/SI の処理 

 

この手引きは、最終ブランドオーナーに至るまでの、農場 CHから調達されたすべてのレインフォレ

スト・アライアンス認証茶類を、それらが販売される最終的な形式に関わらず、対象とします。  
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レインフォレスト・アライアンスは、契約および/または価格の交渉において、営利目的の関与は行

いません。 

 

SD/SI支払いは、農場 CHから、最終梱包業者またはブランドオーナー（同一の認証保有者であって

もなくても構わない）によってレインフォレスト・アライアンス トレーサビリティシステム上で引

換え処理されるまでの間に、レインフォレスト・アライアンス トレーサビリティシステムに販売済

みとして記録された数量の合計に基づきます。ブランドオーナーが梱包業者に委任する場合は、その

梱包業者が、ブランドオーナーに代わって SD/SIを処理する必要があります。 

 

SD/SIの支払いを、同一企業内の別の認証保有者に割り当て直すことは、レインフォレスト・アライ

アンス オンラインプラットフォーム内で行えます。 

 

サプライチェーン CHによって約束、請求、および支払いが行われ、農場 CHに分配された、すべての

支払いは、レインフォレスト・アライアンス オンラインプラットフォームで追跡されます。 

 

詳細にわたる仕組みは、2022年に設計される予定ですが、その前提は、毎年の事前の約束および事

後の請求と支払いに基づきます。 

 

以下では、導入開始から 2年間の処理の流れの概要を説明します。 

 

2022 年（約束）と 2023 年（支払い）の処理の流れ 

 

• 2022年 7月 1日までに、BOは、2022年（茶類 SD/SIの「移行年」）と 2023年の支払いに対し

て、確認モジュールを通じて、SD/SI約束を農場 CHごとに記録する。 

o 確認モジュールの設計は 2022年になってからの予定。同モジュールは、前期に調達が行

われた農場 CHを自動的に含める。また、BOが翌年のために新規サプライヤーの追加を

選択する場合に、全レインフォレスト・アライアンス茶類農場 CHの一覧を表示できるオ

プションが追加される。そのため、レインフォレスト・アライアンスは、BOが、導入初

年度の 2022年中盤に、2023年の支払いに対する約束を記録することを提案する。 

• ブランドオーナーは、2022年を通じて、レインフォレスト・アライアンス オンラインプラット

フォーム上で、数量を引換え処理する。 

• 2023年 1月 1日以降は、レインフォレスト・アライアンスが、上記の約束と引換え処理された数

量全体に基づいて請求書を発行する。 

• ブランドオーナーまたは委任先製造業者/梱包業者は、請求書に定められた条件（30日）に従っ

て、レインフォレスト・アライアンスへの支払いを処理する。 

• レインフォレスト・アライアンスは、資金を受け取り次第、BOに代わって農場 CHへの SD/SI支

払いを処理する。支払いは 2023年 4月 1日までに完了見込み。 

 

 

2023 年（約束）と 2024 年（支払い）の処理の流れ 

 

 

• 2023年 1月 1日までに、BOは、2023年（SD/SI導入初年度）と 2024年の支払いに対して、確認

モジュールを通じて、SD/SIの約束を農場 CHごとに記録する。 

o 確認モジュールは 2022年に設計される予定。同モジュールは、前年に調達が行われた農

場 CHを自動的に含める。また、BOが翌年のために新規サプライヤーの追加を選択する

場合に全レインフォレスト・アライアンス茶類農場 CHの一覧を表示できるオプションが

追加される。 

• ブランドオーナーは、2023年を通じて、レインフォレスト・アライアンス オンラインプラット

フォーム上で、数量を引換え処理する。 

• 2024 年 1 月 1 日以降、レインフォレスト・アライアンスが、上の約束と引換え処理された数量

全体に基づいて SD/SI の請求書を発行する。 

• ブランドオーナーまたは委任先製造業者/梱包業者は、請求書に定められた条件（30 日）に従っ

て、レインフォレスト・アライアンスへの支払いを処理する。 
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• レインフォレスト・アライアンスは、資金を受け取り次第、BO に代わって農場 CH への SD/SI

支払いを処理する。支払いは 2024 年 4 月 1 日までに完了見込み。 

 

7.1 団体責任者による団体構成員への支払い 
 

生産者団体認証の場合は、農場 CHがブランドオーナーから受け取った SDの全額が、定期的に団体構

成員に通知され、納入した認証数量に従って、金銭または電子送金で団体構成員に支払われます（要

件 3.2.1を参照してください）。要件 3.2.1では、茶類のように継続的に収穫される農作物の場合、

SDは少なくとも年に 1回、適切な時期と方法で支払われるとも規定しています。農場 CHへの SD/SI

支払いは、毎暦年の第 1四半期に、ブランドオーナーから資金を受け取り次第、レインフォレスト・

アライアンスの支払手段をを通じて行われる予定ですので、レインフォレスト・アライアンスは、農

場 CHによる資金の受け取りから遅くとも 90日以内に、SD全額が生産者に支払う予定です。 

 

 

8. SD/SI 支払いの保証 

 

CBは、約束された SD/SI金額と支払われた金額が一致し、基準要件に従っていることを確認するた

め、オンラインプラットフォームに入力された情報の突き合わせを行います。また、領収書などの物

理的な証拠でも確認します。 

 

サプライチェーン審査または農場審査の中で不適合が特定された場合は、責任ある認証保有者は、認

証を受けるためにその不適合を解消する是正措置を講じなければなりません。その不適合を解消でき

なかった場合は、その CHが製品をレインフォレスト・アライアンス認証として販売できなくなる非

認証の決定という結果がもたらされます。 

 

SD/SI の審査 

 
ブランドオーナーの場合 

梱包業者でもある BOは、SD/SIが約束され、支払われている証拠を、オンラインプラットフォーム

を通じて提供しなければなりません。 

製品を梱包業者から調達しているブランドオーナーの場合は、梱包業者が、SD/SIが約束され支払わ

れている証拠を、ブランドオーナーに代わってオンラインプラットフォームを通じて提供しなければ

なりません。BOが SD/SIの処理を梱包業者に委任する場合は、委任先梱包業者に SD/SI出資分を払

い戻し済みであることを BOが証明するための追加の確認手順が発生し、この証拠は、SD/SIに関係

する表示と説明の使用許可を得る際にも必要になります。 

オンラインプラットフォームでの約束に反する不払い、または SDもしくは SIに関する誤った報告に

対しては、ブランドオーナーへの不適合の通知が行われます。不適合の解消は、認証規則と審査規則

に規定された期限内に是正される（例えば、約束された支払いが行われ、正しく報告される）場合に

のみ可能です。 

農場 CHの場合 

生産者団体認証の場合は、CHは、その団体構成員に SDを送金しなければなりません。個別農場と団

体構成員は、自らの裁量で SDを使用できます。審査員は、生産者団体審査の一環として、生産者お

よび生産者団体レベルで受け取りの証拠を確認します。これについては、支払いの証拠と、システム

に記録された合意された金額で突き合わせが行われ、その金額と処理の信頼性が確認されます。 

農場審査では、投資計画に従って金銭 SIが使用されたことと、受け取った現物 SIが投資計画に従っ

て使用されたことも確認されます。 
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SIが不正に使用された証拠がある場合、または団体構成員への SDの送金がその全額ではなかった場

合、その CHは、関連する要件に対して不適合を受ける可能性があります。 

投資計画（生産者団体 CH と個別 CH） 

1年目（2020 SASに基づいた最初の審査）から、CBは、投資計画の有無を審査し、その内容が、

2020 SASに規定された文書化に合致しているかどうかを確認します。 

 

2年目（2020 SASに基づいた 2回目の審査）から、審査員は、投資計画に基づいた支出も審査しま

す。 

 

CBは、修正/調整された計画を、受け取った SI金額と、受け取った金額に基づいて行われた実際の

支出との間に矛盾がないことを確認するための根拠として使います。CBは、SI支払いの割り当て率

（パーセント）に関する報告の正確性も確認します。 

 


